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市
政
そ
れ

7
新
し
い
市
議
会
議
員

削
叩
調
に
進
む
小
牧
僑
窪
設
・
.

ド

J
i
o
-
-
阿
氏
が
時
川
相
f

うんど

F
-

申
巾
尽
?
と
占
巾
長
の
日

「
市
民

t
市
長
の
日
」
そ

六
月
-
日
側
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
て
、

市
役
所
三
階
市
長
室
で
行
い
ま
す
。
お
気
粍
に

お
で
か
け
く
た
さ
い
。
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主 な

カ
メ
ラ
レ
ポ

お
知
ら
せ
・
.. 

健
康
っ
く
り
口
臭
の
原
因
と
予
防

農
地
問
題
相
談
日

「州民
地
問
題
相
談
」
を

六
月
一
日
制
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で、

市
役
所
二
階
農
業
委
員
会
事
務
局
で
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

毎月 1日・ 16日発行

h 
市観光協会など主催の「さわやか信州・ 昔の旅姿で歩こう」の行事が、 5月5日
別所温泉などで行われました。参加した民踊連合会などの人たち約50人は、男IJ所温

泉の北向観音をスター 卜(写真)。途中で上回城に寄っ た後は、 パ スで長聖f市の善光
寺へ行き、善光寺前の大門から本堂まで観光客が見守る中、練り 歩き ました。
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市政を担う

えつ広報

市
政
を
担
う
新
し
い
市
議
会
議
員
の

皆
さ
ん
が
、
四
月
二
十
四
日
の
選
挙
で

決
ま
り
ま
し
た
。
三
十
六
人
の
新
議
員

の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
の

活
叫
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
任
期

は
四
年
で
す
。

紹
介
は
、
ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
す
。

... ~ 887号

氏
名
下
の
へ
J

内
は
党
派
別
J

次

に帥
刷
業
、
年
齢
、
住
所
の
順
で
す
か
、

住
所
下
の
(

d

内
は
自
治
会
名
で
す
。

医
師
、
六
十
五
歳
、
大
字
芳
田

一
七
(
森
)

池上一巳さん
(公明・現)

会
社
役
員
、
五
十
四
歳
、
踏
入
ニ
ー

五
|
四
七
(
踏
入
)

0 会
三社
四 1~
(貝
半
過五
)十

九

: .. 
宇 石井重義さん
五 (無所属現)

今井 正昭さん
(無所属・新)

神
職
、
五
十
五
歳
、
大
字
諏
訪
形
四

ム
ハ
ル
ハ
ハ
詔
#
堵
凶
附
貯
d

農
業
、
四
十
歳
、
大
字
古
安
曲
目

。
二
(
石
神
)

公
社
員
、
五
十
三
歳
、
大
字
御
所
番

外
五
四
|
三

O
九
(
御
所
)

会
社
役
員
、
五
十
三
歳
、
大
字
古
里

二
二
一
二
(
染
屋
)

自
営
業
、
四
十
七
歳
、
大
字
上
田
原

γ
且
ハ
U
ふ
品
《

川
川

明
辺
町
町
》

上原 憲さん
(無所属・現)

加藤一幸さん
(社会・新)

川上 清さん
(無所属・新)

、池 重徳さん
(共産・現)

小泉連夫さん
(無所属・新)

会
社
役
員
、
五
十
三
歳
、
大
字
小
泉

一
四
三
六
(
小
泉
)

甲固定男さん
(無所属・新)

会
社
役
員
、
五
十
四
歳
、
大
字
本
郷

七
五
七

l
六
(
五
加
)

八農
(業
伊
勢玉 、ヱ
山十 1. --
)九 司 ・A

歳』時

24;若島
雪古金昭夫さん
= (無所属・新)

腰原徳ーさん
(無所属・現)

会
社
役
員
、
五
十
歳
、
常
磐
域
五

m臼
i
l
中
u

門
伸
明
作
化
V

小林軍治さん
(無所属・現)

会
社
役
員
、
六
十
二
歳
、
中
央
ニ
ー

六
|
一
三
(
本
町
)

農
業
、
五
十
一
歳
、
大
字
下
室
賀

ハ
四

O
(
下
室
賀
)

原
八会
プて宇土
九千'~
|員

七
(四
川十
辺六

円‘字 斉藤吉栄さん
歯 (無所属・現)

ん目
配

事
A

1

.

良
属所

藤
明
佐

農
業
、
四
十
九
歳
、
大
字
小
島
四
九

ミ
1
-

へ下
小
自

E



-第887

に叫
帆
集
‘
年
齢
冊
、
住
所
の
川
で
す
カ

住
所
下
の
(

J

内
は
自
治
会
名
で
す
。

第 887号~

会
社
役
員、

五
十
九
歳
、
天
神
四
|

二
四
|
七

(北
天
神
町
)

春原実男さん
(社会・現)

だ

団
体
役
員
、
五
十
六
歳
、
大
字
上
塩

尻
八
九
三

(上
塩
尻
)

えつー (3)一一一一昭和58年 5月16日 広報

瀬下 司さん
(無所属・新)

会
社
役
員
、
四
十
六
歳
、
中
央
二

一一

一
一
一
(
海
野
町
)

高遠和秋さん
(共産・新)

農
業
、
四
十
六
歳
一
大
字
上
塩
尻
五

五
九

(
上
塩
尻
)

神
職
、
五
十
五
歳

ハ
ム
ハ

(
葡
仲
玲
凶
阪
U

U

)

大
字
諏
訪
形
四

自
営
業
、

四
十
七
歳、

大
字
上
田
原

五
O
九

(
川
辺
町
)

竹内義憲さん
(無所属 ・現)

農
業
、
六
十
二
歳
、
大
字
別
所
温
泉

一
O
六
九

三

(
上
手
)

竹田忠ーさん
(社会・新)

会
社
役
員
、
六
十
二
歳
、
踏
入

一
ー

七
|
五
三
(
踏
入
)

多国忠正さん
(無所属・現)

農
業
、
六
十
九
歳
、
大
字
浦
野
三
五

二

(
浦
野
)

h
r
 

w
-

・3
4
弔

農
業
、
四
十
七
歳
、
大
字
古
里
一
四

四
九

(
岩
門
)

農
業
、
四
十
六
歳
、
大
字
住
吉
七

八
(
長
島
)

会
社
員
、
六
十
六
歳
、
中
央
北

一
il

-
-
三
(
新
田
)

農
業
、
六
十
二
歳
、
大
字
国
分
四
八

四
(
黒
坪
)

会
社
役
員
、
五
十
四
歳
、
天
神
二
|

四
六
八
(
北
天
神
町
)

、、l
 

J
 

土屋 勝利さん
(無所属 ・新)

中沢一広さん
(無所属・現)

中村 寛さん
(無所属・現)

成沢捨也さん
(無所属・現)

腰j

会
社
役
員
、
五
十
歳
、
常
磐
城
五
|

四
l
l
七

へ峻
北
)

会
社
員
、
四
十
三
歳
、
大
字
古
里

O
五
六

l
五
(
染
屋
)

会
社
役
員
、
五
十
歳
、
大
字
下
之
条

七
八
一

l
二
(
下
之
条
)

七商
(業
福
田五
) 十

四
歳

ig 
里堀内 伝さん
= (無所属・現)

松崎喜ーさん
(無所属・新)

農
業
、
四
十
二
歳
、
大
字
富
士
山

七
七
六
(
下
組
)

農
業
、
四
十
九
歳
、
犬
字
小
島
四
九

ーー

一
へ

τl止
ア
白
崎
)

会
社
役
員
、
六
十
四
歳
、
中
央
五
|

一
一
ー
ー
二

O
(
上
房
山
)

自
営
業
、
六
十
歳
、
大
字
諏
訪
形

一
四
七
(
中
村
)

会
社
社
長
、
六
十
五
歳
、
大
手
一

ー

五
三
(
末
広
町
)

会
社
役
員
、
五
十
四
歳
、
大
字
下
塩

尻
七
六
五
(
下
塩
尻
)

佐I松野量平さん
(無所属・現)

宮下則夫さん
(無所属・現)

村上和夫さん
(無所属・現)
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順
調
に
進
む
小
牧
橋
建
設

両
岸
の
取
付
道
路
に
全
力

えつ広報

千
曲
川
右
岸
と
左
岸
の
両
地
区
を
結

ぶ
小
牧
橋
は
、
上
堀
の
市
民
緑
地
駐
車

場
と
小
牧
の
東
海
区
水
産
研
究
所
陸
水

部
北
側
の
聞
に
か
け
ら
れ
、
長
さ
三
百

七
十
六

μ
、
幅
は
十
一
灯
(
片
側
二
・

玉
川
の
歩
道
付
き
)
あ
り
ま
す
。
完
成

す
る
と
、
塩
田
・
川
西
な
ど
左
岸
地
区

の
農
産
物
を
関
東
・
関
西
方
面
へ
出
荷

す
る
場
合
の
輸
送
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

朝
夕
の
交
通
渋
滞
解
消
に
も
な
り
、
大

き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

小
牧
橋
は
、
上
回
橋
、
古
舟
橋
に
続

く
か
第
三
の
橋
。
と
し
て
、
昭
和
五
十

六
年
十
月
、
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

す
で
に
橋
脚
五
基
と
橋
台
一
つ
は
完
成

し
、
こ
の
四
月
下
旬
に
は
、
橋
げ
た
の

組
み
立
て
工
事
が
小
牧
側
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
残
り
の
橋
脚
二
基

と
橋
台
一
つ
、
そ
れ
に
橋
げ
た
の
架
橋

工
事
を
九
月
ご
ろ
ま
で
に
す
ま
せ
る
予

定
で
す
。
続
い
て
、
幅
七
・
五
灯
の
二

車
線
道
路
や
歩
道
な
ど
の
路
面
づ
く
り

に
取
り
か
か
り
、
年
内
に
は
僑
本
体
の

建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
る
計
画
に
な

っ

て
い

ま
す
。

-
+刀、

A
m
a
船
官
民
闘
の
院
岨
品
刊
滑
巴
助
附
仇
t

よ
1
M旬、

左
岸
地
区
の
市
道
小
牧
川
辺
町
線
約
二

千
三
百
れ
は
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
市
道
と
接
続
す
る
小
牧
地

籍
の
新
設
道
路
約
一
千
百
五
十
灯
は
、

最
近
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

得
ら
れ
、
四
月
下
旬
か
ら
現
地
測
量
に

入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
右
岸
地
区
の
国

道
日
号
線
と
結
ぶ
約
三
百
八
十
幻
の
区

什
引
制
|

聞
は
、
上
堀
・
下
堀
両
地

、

「

区

の

関

係

者

の

皆

さ

ん

と

ぬ
川
久
現
在
、
用
地
交
渉
い
か
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
両
岸
の
取
付
道

路
の
用
地
交
渉
に
全
力
を

注
い
で
い
ま
す
が
、
用
地

買
収
が
終
わ
り
次
第
、
取

付
道
路
の
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
こ
の
取
付
道
路
が

完
成
す
れ
ば

(来
年
夏
こ

ろ
の
予
定
)、
小
牧
橋
を
含

め
た
国
道
日
号
線
か
ら
川

辺
町
の
県
道
上
回
塩
回
線

ま
で
約
四
千
二
百

μ
が、

全
面
供
用
開
始
と
な
り
ま

す
。

上田市街地

杉
松
市
議
が
急
死

四
月
の
市
議
選
で
五
選
を
果
た
し
た

M
W
凪
仏
剛
造
』
判
C
J
九
円
八
ム
附
明
V

H

H

、
v
I
R円

+e

目
、
脳
出
血
の
た
め
急
死
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。杉

松
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
市

議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
今
日

ま
で
の
十
六
年
間
、
総
務
文
教
副
委
員

長
な
ど
を
歴
任
、
す
ぐ
れ
た
識
見
と
熱

誠
を
も

っ
て
市
政
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
先
月
の
市
議
選
で
当
選

さ
れ
て
か
ら
も
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
突
然
め
死
は
犬

忠
え
位
同

l
し
+
事
仇
札
念
。
ょ
q
d
。

-
方
で
は
、

上
小
地
区
労
働
組
合
評

議
会
議
長
、
全
専
売
上
回
支
部
長
な
ど



政
府
は
阿
月
二
十
九
日
、
昭
和
五
十

八
年
存
の
叙
勲
を
発
表
し
ま
し
た
。
市

内
で
は
、
次
の
四
人
の
方
々
が
勲
三
等
旭

u中
級
車
な
ど
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

*
動
一
一
一
等
旭
日
中
鰻
章

中

村

六

男

さ

ん
72歳

緑が丘ト 3-36 

?ミえつー (5)一一一昭和58年 5月16日 広報

中
村
さ
ん
は
、
旧
制
上
田
中
学
校
、

信
州
大
学
な
ど
で
永
年
に
わ
た
り
、
英

語
教
育
一
筋
に
精
進
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
五
十
一
年
に
信
大
教
授
を
退
職
さ
れ

て
か
ら
は
、
信
大
名
誉
教
授
と
し
て
後

進
の
指
導
、
育
成
に
尽
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
戦
後
の
混
迷
し
た
時
代
、

以
下
の
現
職
教
師
に
外
国
語
の
学
習
理

論
を
紹
介
し
た
り
、
信
大
の
発
足
時
に

は
外
国
語
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
確
立
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
功
絹
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
文
学
、
特
に

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
専
門
家
と
し
て
も

有
名
で
、
そ
の
翻
訳
書
な
ど
著
書
も
多

数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

1 

品
再
燃
五
等
双
光
旭
日
章

鈴

木

俊
さ
ん74歳

天神 4-18-1 

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
に
上
田

商
工
会
議
所
常
議
員
に
選
任
さ
れ
て
以

来
、
今
日
ま
で
の
二
十
八
年
間
、
卓
越

し
た
識
見
を
も
っ
て
商
工
会
議
所
の
運

営
に
参
画
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
五

十
年
に
は
商
工
会
議
所
の
副
会
長
に
就

任
。
会
議
所
の
組
織
と
財
政
の
強
化
、
会

議
所
会
館
建
設
問
題
、
大
型
庖
対
策
、

工
業
振
興
策
な
ど
多
く
の
問
題
解
決
や

事
業
促
進
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
所
活
動
の
ほ
か
、
地
域

に
お
け
る
産
業
の
娠
興
、
地
方
自
治
の

振
興
、
裁
判
所
調
停
委
員
活
動
な
ど
極

め
て
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
指
導
的
役

割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

*
劃
剛
五
等
双
光
旭
日
章

保
屋
野
重
一
さ
ん

保
屋
野
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
金

建
設
工
事
を
完
了
さ
せ
る
計
画
に
な

っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
小
牧
僑
の
取
付
道
路
で
す
が
、

72歳
中央西2-12-16 

融
業
務
め
経
営
に
参
画
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
昭
和
五
十
七
年
ま
で
の
九
年

間
は
そ
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
金
融

事
業
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
育
成
や
、

そ
こ
に
働
く
勤
労
者
の
生
活
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
、
多
く
の
公
職
を
歴
任
さ
れ
、

中
小
企
業
の
振
興
発
展
に
指
導
的
役
割

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
副
会
長
と
し
て
、
下

請
中
小
企
業
の
体
質
強
化
の
た
め
に
組

織
化
を
図
っ
た
り
、
中
小
企
業
研
究
所

を
設
置
し
た
功
績
は
、
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

*
閉
七
等
瑞
宝
章

樋

本

芳

邦

さ

ん

樋
本
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
、
箸

察
予
備
隊
(
現
在
の
自
衛
隊
)
に
入
隊
。

以
来
、
四
十
七
年
に
三
等
陸
尉
を
最
後

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
二
十
一
年
の
長

期
に
わ
た
り
、
旺
盛
な
責
任
感
を
も
っ
て

四
月
の
市
議
選
で
五
選
を
果
た
し
た

杉
松
進
き
ん
へ
公
明
)
が
、
五
月
十

61歳
築地775-2 

誠
実
熱
心
に
業
務
に
精
励
さ
れ
、
陸
上

自
衛
隊
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
昭
和
三
十
三
年
の
狩
野
川
台

風
(
静
岡
県
)
、
三
十
九
年
の
新
潟
地
震

な
ど
、
災
害
復
旧
に
は
十
三
回
も
出
動

寝
食
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
復
旧
活
動
は
、

被
災
者
の
方
々
か
ら
深
く
感
謝
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
災
害
時
に
お
け

る
復
旧
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
功
績
も
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
知
事
表
彰

三
氏
が
受
章

五
月
三
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
に

市
内
で
は
次
の
三
人
の
皆
さ
ん
が
、
県

知
事
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

品
内
地
方
自
治
功
労
者
萩
原
正
治
さ
ん

(六
十
歳
御
所
一
九
七
|
四
)

萩
原
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
か
ら
五

十
八
年
ま
で
二
十
八
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
上
田
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
育
成
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

尽
き
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
副
議
長
、

総
務
文
教
委
員
長
め
要
職
を
歴
任
し
、

円
満
な
議
会
運
営
に
カ
を
注
が
れ
ま
し

た。

さ
れ
て
か
ら
も
、
今
後
め
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
突
然
の
死
は
犬

変
惜
し
ま
れ
ま
す
。

戸
七
H
干
、
什
M

、
L
IJ
小
川
'
拙
閉
山

σ巳
ぽ
μ
働
問
叫
和
ム
ロ
掃
灯

議
会
議
長
、
全
専
売
上
回
支
部
長
な
ど

の
地
位
に
あ
っ
て
、
労
働
者
の
地
位
向

上
と
労
働
運
動
の
指
導
育
成
に
も
尽
き

れ
ま
し
た
。

*
社
会
福
祉
功
労
者
柳
沢
好
春
さ
ん

(
七
十
二
歳
芳
田
六
五
六
)

柳
沢
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
、
旧

豊
里
村
の
民
生
委
員
に
推
薦
さ
れ
、
五

十
一
年
ま
で
の
二
十
一
年
間
、
社
会
福

祉
増
進
の
た
め
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
区
住
民
の
強
い
要
望
に

よ
り
、
昭
和
五
十
四
年
再
度
、
民
生
委

員
に
推
薦
さ
れ
、
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
現
在
も
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
柳
沢
さ
ん
は

二
十
四
年
有
余
の
長
期
に
わ
た
り
、
民

生
委
員
と
し
て
、
上
田
市
に
お
け
る
福

祉
行
政
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

*
産
業
功
労
者
荻
野
三
代
治
さ
ん

(
七
十
一
歳

中
央
二

L

7
一
九
)

荻
野
き
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
、
上

田
市
中
央
通
商
庖
街
振
興
組
合
の
理
事

長
に
就
任
。
五
十
五
年
に
退
任
す
る
ま

で
の
十
年
間
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
発

揮
し
、
市
内
の
中
心
商
庖
街
を
れ
く
ア

ー
ケ
ー
ド
を
建
設
す
る
な
ど
、
小
売
商
業

の
近
代
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会
常
任
理
事
に
就
任
、

県
的
な
立
場
か
ら
中
小
企
業
者
の
協
同

化
な
ど
、
中
小
企
業
の
振
興
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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水道週間第25回

6月1日⑧'"-7日⑧

を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
、
約
二
百

四
十
リ
ッ
ト
ル
使
い
ま
す
。
し
か
し
、

洗
品
川
機
の
谷
川
一
削
ナ
を
フ
ル
に
使
い
、
ま
と

ど
の
く
ら
い
使
う
で
し
ょ
う

生
活
に
必
要
な
水
の
量

今
年
も
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、

全
国

一
斉
に
水
道
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
と

っ
て、

水
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の

で
す
。
水
道
の
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
、

い
つ
で
も
、
き
れ
い
で
安
心
し
て
飲
め

る
水
が
必
要
な
だ
け
使
用
で
き
ま
す
が

い
っ
た
い
一
般
家
庭
で
使
う
生
活
に
必

要
な
水
の
量
は
、
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
で
し
ょ
、っ
か
。

家
庭
で
の
一
人
一
日
当
た
り
の
使
用

水
量
は
、
約
百
五
十
四
リ

ッ
ト
ル
で
す
。

そ
の
用
途
内
訳
を
み
ま
す
と
、
①
洗
濯

(
約
四
十
五
リ
ッ
ト
ル

)、

②
ふ
ろ
(
約

三
十
五
リ

ッ
ト
ル
)
、
③
水
洗
ト
イ
レ
(
約

二
十
八
リ
ッ
ト
ル
)
、
④
湯
沸
し
(
約
二

十
四
リ

ッ
ト
ル
)
、
⑤
台
所
(
約
十
五
リ

ッ
ト
ル
)
、
⑥
洗
面
(
約
七
リ
ッ
ト
ル
)

の
順
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か

条
件
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
散
水
、

洗
車
な
ど
に
も
相
当
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

水
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
た
く
さ
ん
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
か

ら
一
歩
足
を
踏
み
出
し
て
も
、
会
社
や

工
場
、
学
校
、
病
院
な
ど
、
ど
こ
へ
行

っ
て
も
水
と
の
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

水
道
週
間
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
家

庭
で
ど
の
く
ら
い
の
水
が
使
わ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
大
切
に
水
を
使
、
つ
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

、寸
''。

じ
ゃ
口
を
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
っ
た
だ
け
で

も
一
分
間
に
約
六
リ

ッ
ト
ル
、
い

っ
ぱ

い
に
ひ
ね
る
と
約
二
十
リ

ッ
ト
ル
の
水

が
で
て
き
ま
す
。
ポ
タ
リ
ポ
タ
リ
と
し

た
た
り
落
ち
る
水
滴
で
も
、
一
日
で
約

五
十
リ
y

ト
ル
、
そ
し
て
一
か
月
で
は

千
五
百
リ

ッ
ト
ル
、
浴
槽

五
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。

水
を
使
、っ
と
き
に
は
、

こ
ま
め
に
じ
ゃ
口
を
開
け

閉
め
す
る
よ
う
、
ま
た
、

し
っ
か
り
閉
め
る
よ
う
に

?
レ
土
品

1
』

ト

ι?
っ。

ポ
タ
リ
一
滴
で

浴
槽
に
五
杯

家
庭
の
水
道
か
ら
は
、
い
っ
た
い
ど

の
く
ら
い
の
水
が
で
る
の
で
し
ょ
う
。

水
を
一
番
使
う
洗
濯

家
庭
で
使
う
水
の
う
ち

て
、
川
肢
も
多
く
の
水
を
使

、
7
め
か
洗
躍
で
す
.

み
伶
川
相
瞳
ー
ヰ
‘

+aT
，
骨

tci;lh
よ覗
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品
工
保
l
円
げ
5
l
e
h
H
す
る
と
.
払
刊
二
百

内
1
リ
y

ト
ル
使
い
ま
す
し
か
し
、

洗
♂
織
の

η
れ
加
を
フ
ル
に
机
吹
い
、
ま
と

め
て
池
山
っ
ょ
っ

i
L
.
f
f
t‘
L
い

J

た
ん
版
木
し
て
仇
剤
を
お
と
し
て
か
ら

た
め
す
す
ぎ
を
す
る
と
、
一

回
約
百
リ

ノ
ト
ル
の
水
て
間
に
合
い
ま
す
。

洗
面
・
炊
事
は
水
を
く
ん
で

洗
凶
の
際
に
は
、
洗
面
器
に
水
を
く

ん
て
か
ら
洗
面
す
る
と
二
杯
の
水
で
済

み
ま
す
し
、
山
凶
み
が
き
の
あ
と
の
ロ
す

す
ぎ
も
、
コ
ッ
プ
三
科
の
水
で
間
に
合

い
ま
す
。
三
人
家
族
が

一
日
二
回
歯
を

み
が
い
た
と
し
て
も
、
一
か
月
に
浴
槽

五
杯
分
の
水
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
炊
事
の
際
も
ボ
ー
ル
に
水
を

く
ん
で
か
ら
炊
い
や
を
し
ま
し
ょ
う
。
水

を
流
し
た
ま
ま
使
う
と
、
一

か
月
に
浴

洗
車
も
ホ

ー
ス
で
流
し

っ
ぱ
な
し
で

行
う
と
、
一
回
で
お
よ
そ
三
百
リ

ッ
ト

ル
の
水
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
バ
ケ
ツ

に
水
を
く
ん
で
か
ら
洗
う
と
、
バ
ケ
ツ

五
杯
(五
十
リ
ッ
ト
ル

)
で
足
り
ま
す
。

一
週
間
に
一
度
洗
車
し
た
場
合
、
一
か

月
で
は
浴
槽
五
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
ま
だ
ま
だ

む
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
水
が
多
い
よ
う

で
す
。
家
族
全
員
の
創
意
と
工
夫
に
よ

っ
て
、
む
だ
な
水
の
使
い
方
を
改
め
、

水
を
大
切
に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

だ

槽
十
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。

の
ま
ま
捨
て
て
し
ま
わ
ず
散
水
や
洗
車

な
ど
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

え

浴
槽
の
水
は
再
利
用
を

洗
車
は
バ
ケ
ツ
を
使
っ
て

つー (7)一一一一昭和58年 5月16日 広報

浴
槽
は
、
小
型
の
も
の
で
も
約
二
百

リ
ッ
ト
ル
入
り
ま
す
。
残
り
湯
は
、
そ

で
、
最
も
多
く
の
水
を
使

う
の
が
洗
寝
で
す
。

洗
濃
を
す
る
?
と
主
、
に
水

水道についての

お問い合せは

上田市水道局

合⑫4100

宮⑫1313

有線②0831
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お
宅
の
じ
ゃ
口
は

水
漏
れ
し
て
い
ま
せ
ん
か

〈
パ
ツ
キ
ン
を
無
料
頒
布
〉

工事庖名 住 所 電話

富島鉄工所側 天神2-2-3 22-2655 

宮 下 9且 (掬 踏入2-1 -17 22-0271 

石井設備工業恰) 天神2-3 -12 22-0302 

工藤商会側 大字下之郷乙294-5 38-6956 

田丸工務所(伺 常磐城6-11-13 22-3412 

上野設備(附 中央北2-1 -20 22-8022 

大屋設備工業(伺 大字大屋236-20 35-0217 

昭和設備工業(欄 中央2-22-16 24-3911 

信 干日 附 常磐城3-13-17 24-3310 

唐 沢設 備工業 大字住吉1577 24-2602 

トキワギ水道工事庖 常磐城6-9 -10 22-1343 

中央設備工業 常田 2-22-32 22-2853 

岩 神H 設 {繭 大字林之郷331 22-3741 

川上商会(鮒 大手2-4-48 22-0858 

島 田設備工業倒 緑が丘3-17-9 27-5558 

千曲電業側 踏入2-18-26 27-3221 

川西設備工業所 大字小泉849-1 24 -3371 

春原建設側 大字住吉1767 22-7018 

日本ガス水道側 天神4-28一7 27-4434 

真田設備(却 大字住吉689 22-0102 

上 野 管 工 大字諏訪形635-2 24-3290 

池田水道工務所 大字秋和387-1 24-7612 

長野プロパンガス(事前 大字国分542 22-5518 

本州管工(械 大字蒼久保1543-4 35-1054 

中村商会開 天神 1-6-6 25-1046 

城南ガス設備制 大字上田原435 22-5123 

小林設備工業所(伺 大字本郷409 38-2400 

二L 一 設 4稿 大字秋和882-3 24-6593 

ヰヒ 原 設 備 緑が丘2-6 -21 24-1797 

宮 林 設 f蔚 大字本郷585-1 38-4050 

三栄工業(旬 中央東 1-13 24-1256 

宮之上設備(句 大字芳回1040 24-0486 

トーワ管工(槻 大字住吉59-2 27-6249 

堀 設 {庸 側 大字古里42-5 24-0521 

第 1種指定工事庖水道の新・増設

故障修理は指定工事庖へ

ご家庭の電気温水器、ガス湯沸器、太陽熱温水器な

どを取り付ける場合、水道と器具との接続工事は、市

の指定工事庖でないとできませんので、次の工事庖へ

お申し込み ください。

第2種指定工事庖
工 事 庖名 | 住
上回 ガ ス附 |天神4-29一3

宮尾 商 庖|緑が丘1-22-27 

長崎 商 庖|大字国分522-1 

千野 商庖欄 |中央6一16-8 

堀内 商 庖|中央西 1-6一14

武重商会側|常国 2-20-26 

サンリ ン上国営業所側 |大字芳田ω-1

中央 工機産業側 |中央2一16一10

空市農業協同組合|大手2一7-10 

三キ ノ 商会|中央4-18-2 

E 沢 設 備|大字上室in606

空空調設備(附 |常磐城3-1-6

1島 タ イル削 |大字御所356-5 
2本屯気商会|大字別所温泉178
車l極指定工事庖・一一般の給水工事を行います。

事2極指定工事庖・・・水道に接続する湯沸器、温水器など

に付帯する部分のみの接続、修理工

事を行し、 ます。

お
宅
の
じ
ゃ
口
は
故
障
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
ポ
タ
ン
ポ
タ
ン
と
落
ち
る
だ
け

で
も
長
い

間
に
は
、
か
な
り

の
水
量
に

な
り
水
道
料
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
じ
ゃ
口
か
ら
の
水
漏
れ
は
、
ほ

と
ん
ど
が
「
パ
ッ

キ
ン
」
を
取
り
替
え

る
だ
け
で
直
り
ま
す
。
パ
ツ
キ
ン
は
水

道
局
で
無
料
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
も
簡
単
に
取
り
替
え
で
き
ま

す
の
で
、
左
図
の
要
領
で
取
り
替
、
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

め

ツ

ル

ヨ

コ

-

一

井

」

い

じ

Jr

=--

-

-

を

ス

ハ

l
J
一

弓

1
1

一

)

で

炉

一一一一

一

特

ど

揚

幽

}

」

F

F

凍

な

版

協

4

弘
聞
例
U剖

v=

-

不

一

。

勿
徹
級
協
揃
到
萄
斗
ナ
叶

-

(

ヤ

す

Z
一

Z
U叫R
d
t
-
ナ

一

栓

イ

ま

4
が
一

人

'P
F日

-

抜

ラ

し

川

コ

バ

ヤ

一

d

，f
〕

一

一

水

プ

ず

ひ

刈

I
』

.

一

る

、

は

ス

一

い

て

て

-

て

し

し

ツ

y

。
元
。
き

て

。ト
す

す

'

に

回

ナ

を

た

っ

-

3

1

一ノ

ま

-

ま

T

一

付

院

に

る

「

L

一
ら
く

↑

に

全

左

あ

L

U
パ
入
一
て
と

一

下

を

を

に

ず

片

カ

め

い

は

一

の

栓

一
き
は

U
ル

は

開

れ

引

り

の

パ

先

を

寸

一

ド

に

を

漏

。

一

日
仰
が

。
ロ

カ

の

ジ

パ

ン

リ

稔

水

す

一

一

回

上

す

や

ル
マ

ネ

ン

ピ

お

抜

。
ま

は

立

ま

じ

ド

コ

ト

キ

ス

ど

水

い

い

mw

命凶
U

爪

山

w

m

山
U

め叫
U

電話

22-0454 

22-1258 

23-2950 

27 -3133 

22-2613 

22-8456 

35-2603 

22-8600 

22-8500 

23-2720 

31-8256 

22-2747 

24-6651 

38-2123 

所
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①ι 
ま

②し

①コ

キ

:④7， 

と

;⑤水

:し、

企こどもまつりに 3万余人

「第12回こどもまつり」が、 5月 5目の子供の目、上回公

自一帝で行われました。初夏を思わせる天気に恵まれ、 川上 "'3，000本のヒノキを植樹
元巨人軍主主管の川上野球教室、お馬の広場、親子DEゲーム、

4月28日、殿城山の東側で上田市他尉祭が
?、二二;、;rc消防隊(写真)なとに 3万余人の家族連れ 行われました。参加 された皆さんは 3，000本

の ヒノキを 1haの市有林に植樹しま した。

V具志堅さんと一緒にジョギング

「さわやかジョギンクの集い」が、元ジュニアフライ級チャ

ンピオンの具志堅用高さんを招いて、五月晴れの 5月 3日、
自然運動公園で行われました。 この集いは市体育協会が主催

したもので、家族連れなど約200人の参加者は、 1・2・3km 
に分かれて、具志堅さんと一緒に走 りました。

交通渋滞解消運動に御協力を

きょうのあなたはどの方法ですか?

①事業所、労働組合の協力で時差出勤

②10日に 1度は ノーカーデー
③近距離(4 km未満)の人はバイク・自転車で出勤
④気分を変えてパス ・電車で出勤

家

取

定

し

ご

を

指

申

ど
の
わ
ね
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お知らせ. 

8 

0 . . 

. 

0 

e 

交
通
災
害
共
済
に

え

加
入
し
ま
し
た
か

つ広報

市
民
限
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
3

有
線
②
0
7
0
1

い
ま
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交
通

災
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一
日

ωで
期

間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
現
在
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会

に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
固
で

申
し
込
み
の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
な
ど
で
申
し
込
み
を
し
な

か
っ
た
併

3
ん
は
、
市
民
課
へ
お
申
し

込
み
〈
だ
き
い
。

a
p
b

，
a
R
V
 

:，
t

‘、
Z
ヤ
舗
凪
ユ
'
A
F

戸
釘
刷
用
吋

団
体
・
:
一
人
年
額
二
百
円
(
保
育
園
・

幼
稚
園
の
園
児
、
及
び
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
)

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
市
が
会
費
を
負
担

し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を
し
な
く

て
も
自
動
的
に
加
人
と
な
り
ま
す
。

生
活
保
護
者
、
身
障
者
(
障
害
程

度
等
級
表
一
・
二
・
三
級
の
方
)
、
療

育
手
帳
を
所
有
す
る
方
、
交
通
災

害
遺
児
、
七
十
歳
以
上
の
方
(
大

正
二
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
)

交
通
災
害
共
済
の

チ
ラ
シ
で
お
わ
び

先
日
お
配
り
し
た
交
通
災
害
共
済
の

チ
ラ
シ
で
、

「
会
費
は
市
が
負
担
。
申
し

込
み
を
し
な
く
て
も
自
動
的
に
加
入
」

の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

園
都
・
・
・
七
十
歳
以
上
の
方
(
明
治
四
十
五

修
w
'
f
主
開
門

=dI↓1
4

日
u
N
M
m
訪
問
ド
ド
ル
ヱ
み
よ
h札
れ
ん

方
)

正・
:
七
十
歳
以
上
の
方
(
大
正
二
年
五

月
三
十
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)

児
童
手
当
の
現
況
届
は

6
月
日
日
ま
で
に

児
童
保
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
3

有
線
②
0
8
0
1

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
現
況
届
を
六
月
十
一
日
出
ま

で
に
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
と
記
入
例
は
、
民
生

(児
童
)
委
員
さ
ん
が
お
届
け
し
ま
す
。

該
当
者
は
手
続
き
を

児
童
手
当
は
、
請
求
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人
は

次
に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
v

①
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
を
卒
業

す
る
ま
で
)
の
児
重
で
あ
る
こ
と
。

(
例
を
参
照
の
こ
と
)

②
前
年
の
所
得
が
、
一
定
額
(
例
え
ば

扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合
、
二
百
六

十
八
万
五
千
円
)
に
満
た
な
い
こ
と
。

〈
手
続
方
法
v

u
堵

a
bヨみ
?
'
h
v
t
A

M
M
‘
旧
ん
事
且

m隊
*
宵
調
理
諒
〈
φ
革

庭
児
童
相
談
係
)
か
、
豊
殿
・
塩
田
・
川

西
の
各
支
所
へ
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

口
座
通
帳
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

公
務
員
や
公
共
企
業
体
の
職
員
の
皆

さ
ん
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
え
て
三
人
目
か
ら
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
月
額
五
千
円

で
す
。

た
だ
し
、
市
民
税
の
所
得
割
り
の
な

い
世
帯
は
、
月
額
七
千
円
で
す
。

〈
特
例
給
付
v

昭
和
五
十
七
年
六
月
か
ら
六
十
年
五

月
ま
で
、
次
の
よ
う
な
特
例
給
付
が
行

参照例

次の年齢の子供を 5人養っている人(市民税

所得割り を課せられている)の場合

12歳 10歳

!@ !@ 
5，000円+5，000円=10，000円

14歳

② 

17歳

① 

18歳

家
庭
用
計
量
器
を

期

の
目
的
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
量
記
念
日
に
ち
な

ん
で
、
私
た
ち
の
身
近
な
計
口
凶
器
と
し

の
管
理
、
え
さ
代
な
ど
の
負
担
、
月

額
約
一
万
五
千
円
)

貸
与
頭
数
・
一
頭

わ
れ
ま
す
。
新
た
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
資
格
は
、
被
用
者
年
金
(
厚
生

年
金
、
共
済
組
合
な
ど
)
に
加
入
し

て
い
る
方
。

②
所
得
制
限
は
、
一
般
の
児
童
手
当
よ

り
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
例
え
ば
、

扶
養
親
族
五
人
の
場
合
は
四
百
十
一

万
円
ま
で
、
六
人
の
場
合
は
四
百
四

十
万
円
ま
で
)

③
額
は
、
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千

円
ま
た
は
七
千
円
で
す
。

④
そ
の
ほ
か
の
受
給
資
格
や
手
続
き
は
、

児
童
手
当
と
同
じ
で
す
が
、
被
用
者

年
金
加
入
証
明
ま
た
は
年
金
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

義務教育終了前の児童ではありますが、

18歳未満の児童のうち 3人目以降ではない

ので支給対象とはなりません。

期と国民

すよう御

上記の場合の所得制限額は

〈扶養親族(妻、子 5人)6人〉

2，975，000円に満たないこと。



家
庭
用
計
量
器
を

無
料
検
査
し
ま
す

商
工
課
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

6
0
3

だ

六
月
七
日
は
「
計
量
記
念
日
」
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
に

旧
度
盆
衡
法
が
廃
止
さ
れ
、
計
量
法
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
、
正

し
い
計
量
器
の
使
用
に
よ
り
、
経
済
の

発
展
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
こ

え

云ご(6月6日(J]) 6月7日(刈 6月8日制
9日(梢

6月10日幽

会 士義 塩田解放会館 川西公民館
農村 IJ;j境 市役所

改善センター Z十f孟検:1i:.室

時 間 午前9: 30-正午 午後 1: 00-3 : 00 

対象地区 塩団地区 川西地区
盟殿・神科

市内全域
神川地区

つ-ω 一一一ー昭和58年 5月16日 広報

家庭用計量器検査日程表

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤
・
:
七
十
歳
以
上
の
方
(
明
治
四
十
五

年
五
月
三
十
-
日
以
前
に
生
ま
れ
た

の
目
的
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
量
記
念
日
に
ち
な

ん
で
、
私
た
ち
の
身
近
な
計
量
器
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
計
量
器
の
無

料
精
度
診
断
を
行
い
ま
す
。
正
し
い
計

量
器
を
安
心
し
て
使
、え
る
よ
う
、
こ
の

機
会
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
対
象
計
量
器
〉

体
温
計
、
血
圧
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ

ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

盲
導
犬
を
お
貸
し
し
ま
す

上
回
点
字
図
書
館
宮
⑫
1
9
7
5

市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
自

の
不
自
由
な
方
の
生
活
圏
を
拡
大
し
、

自
立
更
生
と
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た

め
、
盲
導
犬
貸
与
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
次
に
よ
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
御
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

貸
与
条
件
・
・
・

①
視
覚
障
害
一
級
で
十
八
歳
以
上
の
在

宅
者

②
現
に
職
に
就
い
て
い
る
か
、
近
く
職

に
就
く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、

盲
導
犬
を
有
効
に
利
用
で
き
る
人

③
盲
導
犬
使
用
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
人

(
和
歌
山
県
盲
導
犬
訓
練
所
で
約
一

か
月
間
)

④
本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と
(
犬

ノ

十
八
万
五
千
円
)
に
満
た
な
い
こ
と
。

〈
手
続
方
法
V

該
当
す
る
人
は
、

児
童
保
育
課

(家

の
管
理
、
、
え
さ
代
な
ど
の
負
担
、
月

額
約
一
万
五
千
円
)

貸
与
頭
数
:
・
一
一
政

申
込
締
切
日
・・・六
月
十
五
日
附

申
込
先
・
・
・
上
回
点
字
図
書
館

危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び
事
前
講
習
会

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
0
5

〈
五
十
八
年
度
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
〉

試
験
日
・
・
・
七
月
七
日
附
正
午
か
ら
午
後

三
時

試
験
会
場
:・
建
設
業
会
館
、
上
田
市
消

防
会
館

試
験
の
種
類
:
・
乙
種
第
四
類
、
丙
種

願
書
受
付
期
間
・・
・
五
月
三
十
日
聞
か
ら

六
月
三
日
幽

願
書
受
付
場
所
・・・上
小
地
方
事
務
所
総

務
室

※
願
書
及
び
試
験
実
施
案
内
は
、
上
小

地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

予
防
諜
及
び
上
小
地
方
事
務
所
総
務

室
に
あ
り
ま
す
。

〈
危
険
物
取
扱
者
試
験
事
前
講
習
会
〉

講
習
会
日
時
・
:
六
月
九
日
同
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時

講
習
会
場
・
・
・
上
田
市
消
防
会
館
(
三
階
)

受
講
申
込
期
間
・
:
五
月
二
十
五
日
附
か

ら
六
月
三
日
幽
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

6月の乳幼児健康診査
昭和58年 6月の乳幼児健康診査を下記により行います

受付時聞は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

ぷZ当ミh 場 健 急開エ会シ 実施日 対 象 児

4か月児
6月1日 58年 1月16日 - 1月31日生

6月16日 58年2月1日 - 2月15日生

10か月児
6月2日 57年7月16日 - 7月31日生

6月21日 57年8月1日 - 8月15日生|
上田市保健センター

6月9日 56年11月16日 - 11月30日生|
1歳6か月児

6月22日 56年12月1日 - 12月15日生 l

3歳児
6月10日 55年5月1日 - 5月15日生

6月15日 55年5月16日 - 5月31日生

4か月児
6月7日

58年 1月16日 - 2月15日生

温国母子健康センター 10か月児 57年7月16日 - 8月15日生

(1:孟団地区) 1歳6か月児

3歳児 6月24日 55年4月1臼 - 5月31日生

4か月児 58年 1月16日 - 2月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 6月8日 57年7月16B - 8月15日生
(111筒地区) 1歳6か月児 56年11月16日ー 12月15日生

3歳児 6月13日 54年12 月 1 日 _5~手5 月 31 日生
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親
と
子
で
守
る
歯
の
健
康

6
月
5
日
・
海
野
町
会
館

む
し
尚
子
防
週
間
に
ち
な
み
、
今
年

も
上
小
前
科
医
師
会
な
ど
の
主
催
に
よ

り

「第
十

一
同
・
樹
の
健
康
相
談
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
!
?
は
「
税
と
子
で
守
る

品
聞
の
健
康
」
で
、
上
小
地
区
の
歯
科
医

師
に
よ
る
歯
の
検
診
と
相
談
も
行
わ
れ

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
御
来
場
く
だ
さ

い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

と
き
・
:
六
月
五
日
制
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時

と
こ
ろ
:
・
海
野
町
会
館
一
階

テ
ー
マ

:
・
親
と
子
で
守
る
歯
の
健
康

内

容

:
・
歯
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
正
し

い
簡
の
み
が
き
方
コ
ー
ナ
ー
、
よ
い

歯
の
た
め
の
食
事
と
お
や
つ
コ

ー
ナ

えつ広報

日
本
脳
炎

予
防
接
種
を
実
施

保
健
予
防
録
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

日
本
脳
炎
，
ナ
防
穣
凶
慨
を
次
の
と
お
り

止
掴
し
ま
す
.
政
当
す
る
皆
さ
ん
は
、

4

、p
h
‘
F
-
E
E
b
'
'
e
・弘、
u
u
A
1
+
?
F
i
h
皇、

〈
対
象
者
〉

初
回
:
・
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か

ら
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

追
加
:
・
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
昨
年
初
回
と
し
て

一
固
ま

た
は
二
回
接
種
し
て
あ
る
子
供
さ
ん

〈
日
程
・
会
場
〉

左
表
の
と
お
り

〈
注
意
事
項
〉

①
昨
年
初
回
と
し
て

一
回
し
か
受
け
て

日本脳炎予防接種目程表

実施日

1[Q]!3国E 区

丘カ口u朝町
7
+』村中頁形訪宙帆一首

回

牧
過
一
也

小
半
一
中

6
月

M
日

ω

6
月

3
日
幽

館

一

一タ

。/

ンセ

ン

康

セ

健子

健

皿ゅ

3
k

m
m
t
L
V
 

防

国

軍

+

申

い
な
い
子
供
き
ん
は
、
受
け
直
し
は

し
な
い
で
追
加
と
し
て
一
回
だ
け
お

受
け
く
だ
さ
い
。

②
五
月
に
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
(
小
児

マ
ヒ
)
を
受
け
る
子
供
き
ん
は
、
今

回
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
に
お
受
け
く

だ
さ
い
。

③
七
月
に
行
う
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C

G
接
種
を
お
受
け
に
な
る
子
供
さ
ん

は
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
て

二
週
間
を
経
過
し
て
か
ら
、
お
受
け

く
だ
さ
い
。

上野か 丘公 民館I6 I 6 
月|月
1 7 116 農村環境改善センタ斗 | 
|日|日

制川町川辺町、下之条、築地、東築地

/上川原柳町、下川原柳町、愛宕町、上鍛

北部|冶町、 鍛冶町、上房山、下房山、柳町、

l新田、上紺屋町

/下紺屋町、鎌原、西脇、新町、諏訪部、

西部|生塚、常磐町、緑が丘、新屋、 緑が丘北、

l緑が丘西、城北

畑山、伊勢山、神科新屋、野竹、西野竹、笹井、

岩門、染屋、蛇沢

豊殿地区

A 
Zミ

新田区民会 館

④
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
子
供
さ
ん

の
健
康
状
態
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
体
温
は
必
ず
計

り
、
問
診
票
に
御
記
入
の
う
え
母
子

健
康
手
帳
と
い

っ
し
ょ
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

⑤
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
指
定

さ
れ
た
会
場
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

※
追
加
接
種
の
該
当
者
で
初
回
接
種
を

受
け
て
い
な
い
子
供
き
ん
は
、
追
加

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
今

回
、
初
回
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
母

子
手
帳
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。

御所、中之条、千曲町

/踏入、泉町、上常国、中常国、下常国、
東部 |

\~ヒ常国、材木町、常入

/松尾町、鷹匠町、本町、末広町、大手町、
南部 ll南天神町、泉平、 北天神町
/横町、海野町、原町、袋町、馬場町、田

中央 ll町、丸堀町、木町、北大手

金井、山口、大久保、長島、金剛寺、富士見台

I也象

ド||地区公民 館I~ I ~ I神 J 地区
一← |月|月ト一一一
塩田母子健康センターI1 1101東塩田、西塩田、別所

!日|日ト一一一一一
I11西社会福祉セン ター|附|樹川ほE地区

£当h
Zス町三好

町I11 辺

6
月
日
日
幽

6
月

8
日
附

館

一

。ノンセ
帥
陛
ロ
木

+
巾
巾

上野が丘公民 館161 6 
'L  _ 月|月
握尻地区公 民館I'gl2i I秋和、上塩尻、下塩尻
~← l 日|日 l

館|附I(刈|上田原、倉升、神畑、福田、吉田

対場4 
2完

.6、
Z三町三好

「
長
野
県
満
州
開
拓
史
」

の
架
設
な
ど
を
行
う
場
合
、
加
入
者
に

加
入
者
償
券
の
引
き
受
け
と
い
う
形
で

資
金
面
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま

そ
こ
で
、
毎
年
五
月
三
十
日
を
「
環

境
美
化
運
動
の
日
」

1
5
3
似
の
日
ー

と
定
め
、
同
一
歩
調
に
よ
る
全
国
的
な

字
活
動
の
輸
を
広
げ
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
お
宅
を
自
治
会
役
員
さ
ん
や
赤
十
字

奉
仕
団
員
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、
こ

あなたの考えを市政提言電話に
合 25-2539
ニコ ニコサンキュー

市は、この 5月 1日から「市政提言電話」を設置しました。これは、市民の皆

きんが日ごろ感じている身近なこと、市政に取り入れて欲しいことなどを電話で

提言していただこうというものです。

電話は、留守番電話になっており、皆さんからの提言は受話機を通して録音さ

れます。電話番号は⑮2539て¥開設時間は午前9時から午後8時までです。

A 
:r;: 

期受付時間は、 各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

町I11辺



※受付時R

そ
こ
で
、
毎
年
五
月
三
十
日
を
「
環

境
美
化
運
動
の
日
」
1
5
3
0
の
日
ー

と
定
め
、
同
一
歩
調
に
よ
る
全
国
的
な

環
境
美
化
キ
ヤ
/
べ
|
ン
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

上
田
市
で
は
、
今
年
は
五
月
二
十
九

日
同
を
「
市
民

一
斉
清
婦
の

日
」
と
し

て
、
各
自
治
会
ご
と
に
衛
生
部
長
さ
ん

や
P
T
A
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、
空
き
缶

な
ど
の
一
斉
収
集
を
行
い
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
も
、
き
れ
い
な
上
田
市
に
す

る
た
め
、
御
協
力
く
だ
さ
い
。

字
活
動
の
輸
を
広
げ
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
お
宅
を
自
治
会
役
員
さ
ん
や
赤
十
字

奉
仕
団
員
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、
こ

の
意
義
あ
る
事
業
に
御
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
加
木
設
な
ど
を
行
、
7
場
合
、
加
入
者
に

加
入
者
僚
券
の
引
き
受
け
と
い
う
形
で

資
金
面
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。
こ
の
拡
充
法
は
、
加
入
電
話
な
ど
の

急
激
な
需
要
の
増
大
に
こ
た
え
、
そ
の

早
期
充
足
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
「
申
し
込
め

ば
す
ぐ
っ
く
電
話
」
の
目
標
実
現
な
ど

加
入
電
話
に
対
す
る
需
要
充
足
の
た
め

の
態
勢
が
撃
っ
た
こ
と
か
ら
、
拡
充
法

の
廃
止
法
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
、
三

月
二
十
三
日
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
三
月
三
十
一
日
以
降

に
架
設
さ
れ
る
加
入
電
話
な
ど
に
つ
い

て
は
、
加
入
者
債
券
の
引
き
受
け
が
不

要
と
な
り
ま
し
た
。

W， 887号、

長野相互銀行三好町支庖(大字中之条100番地10)

が、市の収納代理金融機関に指定され、 5月23日か

ら税金、使用料などの納入事務を取り扱 うことにな

りましたので、お知らせいたします。

「
長
野
県
満
州
開
拓
史
」

長野相互銀行三好町支応で

税金などの支払いができます

予
約
を
受
付
ま
す

社
会
際
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

有
線
②
0
8
0
1

電
信
電
話
債
券
の

引
き
受
け
廃
止

頒
布
方
法
・
:
一
セ
ッ
ト

(
総
編
、

各
国

側
、
名
簿
制
)
単
位

頒

価

:

・実
質
頒
布
、
予
約
限
定
出
版

の
た
め
、
予
約
申
込
数
が
決
定
す
る

ま
で
価
格
は
未
定

予
約
申
込
期
限
・:
八
月
三
十

一
日
附

申
込
方
法
:
市
役
所
社
会
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
け
つ
こ

う
で
す
。

発
刊
配
本
予
定
・
・
・
昭
和
五
十
九
年
三
月

中
旬
発
行
予
定
、
三
月
下
旬
配
本
予

定

上
回
電
報
電
話
局

宮
⑫
4
0
8
0
(
無
料

ま拡暫来
=充定 「電
?法措電々
まご置信公
主にに電社
て基関話で
三づす設は

人権擁護委員制度は、国民の基本的人権を擁護し主いる備
て法の昭

見守る、いわば民間人による人権の番人とでもいう去 、律拡和
.新(充三

べき機関です。人権擁護委員法は、基本的人権を基 主規いの十

調とした日本国憲法が施行されて問もない、昭和24主にわた五
電ゆめ年

年 6月1日に施行されました。 手話るの以

全国人権擁護委員連合会では、この6月1日を「入手

権擁護委員の日」と定め、人権思想、の普及高揚を図亨

ることを目的に、より積極的な啓発活動を行ってい亨

ます。 亨

主

圭

言

王

警

守

呈

主

雪

量

赤
十
字
事
業
に

だえ

御
協
力
を

つ-(13)一一一一昭和58年 5月16日 広報

日
本
赤
十
字
社
上
田
市
地
区

(
市
役
所
社
会
謀
社
会
係
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

市内には、上田市長が推薦し、法務大臣が委嘱し

た次の12名の人権擁護委員がいます。結婚、離婚、

親子、扶養、相続、同和問題、借地借家などでお困

りの方は、お気軽に御相談ください。く敬称略〉

砥石種次緑が丘 1-15-18 ft⑫0600 

田口 玲中央6-1-25 ft⑫0675 

清水幹崇岩門1，686 ft⑫0184 

坂井太賀美常国 2-18-18 ft⑫1035 

朝日松司千曲町1，032-48 ft⑫8592 

坂田堅二大屋480-1 宮⑧0001

小出一則中吉田2，446 ft⑮3660 

飯島英子築地234 ft⑫5011 

橋詰藤雄鈴子1，007-1 ft⑮2464 

小池恭平手塚816 ft⑮4872 

小泉義雄上小島102 ft⑮2513 

横山勇司仁古田1，517 ~2693 

6月1日は
人権擁護委員の日

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
赤
十
字
事

業
に
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

赤
十
字
の
事
業
は
、
国
際
的
な
救
援

活
動
や
国
内
に
お
け
る
血
液
事
業
、
災

害
救
援
及
び
家
庭
看
護
法
な
ど
日
常
生

活
に
直
接
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
事
業
め
経
費
は
、
日
本
赤

十
字
社
の
社
員
に
加
入
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
出
資
さ
れ
る
社
費
と
、
一
般
の
賛
同

さ
れ
る
皆
さ
ん
が
出
資
さ
れ
る
賢
助
費

と
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
外
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
赤
十

ゴ

ミ

ゼ

ロ

5
3
0運
動
に
御
協
力
を

5
月
却
日
は

「
市
民
一
斉
清
掃
の
日
」

生
活
環
境
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
2

有
線
②
0
6
7
1

近
年
、
道
路
や
観
光
地
で
は
空
き
缶

な
ど
の
散
乱
が
目
立
ち
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な

っ
て
い

ま
す
。



そ
の
ほ
か
特
別
な
口
臭
と
し
て
は
、
尿

毒
症
の
時
の
臭
い
、
糖
尿
病
の
時
の
甘

酸
っ
ぱ
い
臭
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

口
の
中
に
も
全
身
に
も
、
口
臭
を
起

こ
す
よ
う
な
原
因
が
な
に
も
見
当
た
ら

な
い
の
に
、
本
人
は
臭
う
と
思
い
込
ん

で
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常

に
潔
癖
性
の
人
に
多
く
み
ら
れ
、
最
近

増
え
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
き
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず
十
日

以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

だ 昭和58年 5月16日一一- (14)-

ち
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

口臭の原因と予防

市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
。
不
用
品
登

録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

口
臭
を
防
ぐ
に
は

口
臭
を
防
ぐ
対
策
、
治
療
と
し
て
、

生
理
的
な
口
臭
に
対
し
て
は
、
そ
の
状

況
、
状
態
に
応
じ
て
改
善
す
る
方
法
が

い
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

、つ
が
い
を

し
て
口
の
中
の
清
掃
を
十
分
に
行
う
の

も
、
良
い
方
法
の
一
つ
で
す
。

口
の
中
の
病
気
が
原
因
で
口
臭
の
す

る
人
の
場
合
、
む
し
歯
の
あ
る
人
は
治

療
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
が
一
番
で
す
。

歯
槽
膿
漏
や
ブ
リ

ッ
ジ
に
よ
る
場
合
は
、

ま
ず
根
気
よ
く
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
は
ず
し
の
で
き
る
入
れ
歯
の
人
は
、

食
後
に
必
ず
は
ず
し
て
、
よ
く
み
が
く

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

全
身
的
な
病
気
に
よ

っ
て
起
こ
る
場

合
は
、
内
科
、
消
化
器
科
、
耳
鼻
科
な

ど
の
先
生
に
相
談
し
て
、
そ
の
根
本
を

解
決
し
ま
し
ょ
う
。
と
も
か
く
、
自
分

の
口
臭
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
早

く
見
つ
け
、
あ
ま
り
神
経
質
に
な
ら
ず
、

早
め
早
め
に
予
防
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
し
ょ
、7
。

不用品登録情報(主なもの) ( 5月7日現在)

ゆずります く希望価格)Iゆずってください

電子ジャー 1.8e 5，000円| コンビラ ック

タイムスイッチ 12時間型 2，000円| 電気掃除機

冷蔵庫 52年購入 20，000円| 石油ストーブ

:キサー 5，000円| カラーテレビ

7イムレコーダ 30，000円| プロパン用ガスフロ

7イヤ 560X13 4，000円| 子供用自転車

都市庁スフロ 2年使用 10，000円| 座敷テーブル

ロオー 3人用 5，000円| 藤いす

11 4人用 5，000円| 二段ベッ ド

T プルべ yド 20，0ω円| 流し台

ロッキングチェアー 17，000円| 食器だな

ワゴン 1，500円| 調理台

端機 20，000円|地球儀

登録期間は6か月です。 Iスライド映写機
それを過ぎた場合は再登録してください。| 和文タイプ

ゆずりたい品物 ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境謀

、主治係(告⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
llil介後のト ラブルなどについては、責任を負いかねますので御了承
(だき L、。

ロ
か
ら
吐
く
息
は
、
健
康
な
人
で
も

臭
い
が
す
る
も
の
で
す
が
、
口
臭
に
つ

い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
悩
み
を
持

っ
て
い

る
人
が
以
外
に
多
い
も
の
で
す
。
口
の

臭
い
を
異
常
に
気
に
す
る
人
、
臭
い
を

気
に
し
す
ぎ
て
人
と
話
を
す
る
こ
と
が

お
っ
く
う
な
人
、
自
分
の
臭
い
に
気
づ

か
ず
不
快
な
感
じ
を
相
手
に
与
え
て
い

る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

生
理
的
な
口
臭
と
し
て
、
だ
れ
で
も

朝
起
き
た
と
き
は
、
臭
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
眠

っ
て
い
る
聞
は
口
を
閉
じ

た
ま
ま
で
い
る
た
め
、
口
の
中
で
食
物

の
か
す
が
腐
敗
・
発
酵
し
て
、
そ
れ
が

臭
い
と
し
て
出
て
く
る
か
ら
で
す
。
一

般
に
口
臭
と
呼
ぶ
も
の
は
、
む
し
歯
な

ど
口
の
中
の
病
気
と
か
、

あ
る
い
は
口

に
通
じ
て

い
る
鼻
や
気
管
支
、
回
同
な
ど

の
病
気
が
耐
咽
敗
佐
の
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

t
凶
リ
‘
困
也
何
必
禍
鬼
再
必
酔

bら
u
e
・M
lし

わ
ん

H
，t
1
'
o

場
合
に
起
こ
る
不
快
な
臭

い
を
い
い
ま

す
。

え

む
し
歯
も
原
因

つ広報

口
臭
の
原
因
と
し
て
、
口
の
中
の
病

気
で
一
番
多
い
も
の
は
、
む
し
歯
が
上

の
A
7

ろ
A

，

げ
ら
れ
ま
す
。
次
に
歯
槽
膿
漏
、
入
れ

歯
、
ブ
リ

ッ
ジ
な
ど
の
手
入
れ
不
足
の

た
め
起
こ
る
も
の
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

む
し
歯
が
進
み
、
神
経
が
腐
る
と
強
い

腐
敗
臭
に
な
り
ま
す
。
歯
槽
膿
漏
の
場

A
7
ん

合
に
は
、
膿
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
れ

も
か
な
り
強
い

臭

い
が
し
ま
す
。

次
に
、
口
の
中
の
病
気
以
外
の
原
因

ニ
今
一

い
人
と
弓

と
し
て
、
鼻
や
副
鼻
腔
、
咽
頭
、
気
管

支
、
肺
な
ど
に
起
こ
る
腐
敗
性
の
炎
症

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
慢
性
以
肝
炎
、

蓄
膿
症
、
気
管
支
拡
張
症
な
ど
が
そ
れ

で
す
。
ま
た
青
炎
、
田
岡
下
垂
な
ど
消
化

傾
百
五
m
m
w
e
m
釘
再
ド
ド
ト
ム
?
。
‘，
u
mw
a
b
&白
山
V
寺
ゆ
み

1
0
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同
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